


平成23年度市民事業等支援制度報告書の概要について 

 

１ 報告書の趣旨 

市民事業等支援制度については、県民会議の検討報告に基づき、20年度に補助金制度が創設され、

20～22年度の３か年で延べ64団体114事業に対し補助が行われるとともに、財政面以外の支援として、

交流会の開催などを実施してきた。 

県民会議では引き続き、市民事業等支援制度をより利用しやすく、さらに水源環境の保全・再生

に資するものとするため、これまでの実績等を踏まえ、制度評価を行うこととした。 

このたび、これらの評価結果をまとめたので、知事に対して報告を行うものである。 

 

２ 市民事業等支援制度評価について 

  これまでの実績等を踏まえ、現行制度の成果・課題を抽出し、「補助金交付団体による評価」

「県民会議委員による評価」「事務局による経費分析」の３つの手法で評価を行った。 

 

３ 第２期５か年計画における市民事業等支援制度の見直しに向けた提言について 

(1) 制度の見直し方向について 

評価結果から、制度のねらい・理念は現行の制度で概ね達成できていると判断され、補助金を

通じた支援制度が一定の成果を挙げていることがうかがえる。現行のねらい・理念は重要である

と考えるため、引き続き維持することとするが、評価結果からは様々な改善課題も見受けられた

ことから、制度の見直し案を示し、県へ提言する。 

   

(2)「市民事業支援補助金」制度の改善について（主なもの） 

① 補助対象事業 

○ 分かりやすく参加しやすいものとするため、対象事業を「水源環境の保全・再生に高い効

果が見込まれる事業」から、「水源環境の保全・再生に資するもので、市民の理解と参加

の向上に繋がることが見込まれる事業」へと見直す。 

○ 新たに市民事業に取り組む団体から実績があり、かつ専門性の高い団体まで多様な団体を

見据えたステップアップ方式の市民事業支援補助金を構築する。水源環境の保全・再生に

係る市民活動の定着を目的とする定着支援と水源環境の保全・再生に取り組む団体のスキ

ルアップや自立化を目的とする高度化支援の２つのステップを用意し、各団体がそれぞれ

のレベルに応じた補助を受けられるようにする。 

○ 力のある団体については県や市町村、事業者との協働や、プロジェクトベース（単年度）

の補助事業の仕組みなどを検討することが望ましい。 

 

② 補助対象経費 

○ 事業区分ごとに補助対象区分と作業内容例を示し、わかりやすい対象経費とすることが望

ましい。 

○ チェンソーなどの資機材の購入については事故防止の観点から、技術講習会の修了者に限

り、補助を行うこと。 

 

③ 補助金額（補助率及び補助限度額） 

○ 団体のレベルに応じた支援を行うため、補助率は定着支援10/10、高度化支援は特別対策

関連事業8/10、普及啓発・教育事業、調査研究事業1/2とするとともに、補助限度額も段階

に応じて異なるものとする。 



④ 補助期間 

○ 各ステップの目的に応じた補助期間とするため、定着支援にあっては原則３年以内とし、

成果に応じて最大５年とする。高度化支援にあっては原則５年以内とする。 

 

⑤ 選考基準 

○ 選考基準の項目ごとにチェックポイントを設定し選考基準の明確化を図るとともに、団体

のレベルに応じた選考基準とするため、ステップに応じた選考基準を作成する。 

 

⑥ 選考方法 

○ 申請書類の工夫やパワーポイント実施に必要な会場における資材の準備、印刷物の事前配

布などを検討する。 

 

⑦ 申請手続き等 

○ 事業内容と目指す成果が明確となるようアウトプット（活動内容）・アウトカム（成果）

中心の記載に変更する。 

 

(3) 財政面以外の支援（バックアップ体制）について 

 ① 交流会 

  ○ グループワーク中心の交流会や現地検討会の開催について検討する。また、実施時期につ

いても団体の活動状況を踏まえ、夏に開催するなどの改善についても検討する。 

 

 ② 県ホームページ 

○ 団体が希望するコンテンツは概ね整備されていることから、コンテンツ毎の情報の充実等

に努める。また、ホームページの利用頻度が低いことを考慮し、FAX等アナログ媒体の活用

とメーリングリストによる情報提供等を検討することが望ましい。 

 

 ③ 水源環境保全・再生施策の理解向上 

○ 交流会などの機会を捉え、この市民事業等支援制度の根拠でもある「かながわ水源環境保

全・再生施策大綱」および「実行５か年計画」や市民事業等支援制度について一層の周知を

図る。 

○ 補助金が決定した団体に対して「水源環境保全・再生」に関する講習や説明会を実施する

ことも考えられる。 

○ 既存の制度を活用し、森林整備技術の習得や調査研究における調査手法の習得など事業を

実施するにあたって必要となる知識や技術の習得を支援する仕組みを検討することが望ま

しい。 

○ チェンソー等の技術講習会の参加費を補助対象に追加もしくは県が当該講習会の参加枠を

確保するなど、安全管理への配慮をすることが望ましい。 

 

 ④ 持続的な市民活動を支える情報の支援、ネットワークづくり 

○ 持続的な市民活動を推進する上で必要な情報を収集・登録し、市民団体の継続的な活動を

支援する市民事業支援バンクなどの設立について検討することが考えられる。 

○ 市町村と市民団体が連携・協力できる土壌づくりをするため、県が関係市町村を集めて実

施する会議などにおいて、市民事業等支援制度の周知を図ることが望ましい。 



団体レベルに応じた段階的かつ柔軟な補助メニュー等の創設について（案）

１ 団体のレベルに応じた補助メニュー

区 分 市民活動定着支援事業（ステップ１） 市民活動高度化支援事業（ステップ２）

１目的・ ＜目 的＞市民団体活動の定着 ＜目 的＞市民団体のスキルアップ、自立化
ねらい ＜ねらい＞水源環境の保全・再生に関わる市民活 ＜ねらい＞水源環境の保全・再生に資する団体の

動の裾野の拡大 育成

２補助対 ◇ 申請事業に類する活動を始めて概ね３年以内の ◇ 申請事業に類する活動を概ね３年以上継続して

象団体 団体 いる団体

３補助内 (1) 補助対象事業 (1) 補助対象事業

容 ア 森林や河川、地下水の保全・再生活動 ア 森林や河川、地下水の保全・再生活動
イ 市民等に対する水源環境に関する普及ＰＲ、 イ 市民等に対する水源環境に関する普及ＰＲ、

環境教育活動 環境教育活動

ウ 水源環境に資する調査研究活動 ウ 水源環境に資する調査研究活動
(2) 主な対象経費 エ アからウの活動を深めるために団体自ら提

区 分 主な経費の内容 案する活動のうち特に認めるもの

物品費 鋸・鎌、学習教材、試験器材、材料費など (2) 主な対象経費
交通費・食料費 参加者の交通費、弁当代 区 分 主な経費の内容

保険料 参加者のボランティア保険

使用料･賃借料 車両借上げ、

報償･謝礼費 技術指導、講師謝礼など

工事費 資機材費 チェンソー、刈払機、集材機 など

事務費 チラシ印刷、郵送費など

資機材費 ＊その他特に認める経費

(3) 補助率等 (3) 補助率等

・特 別 対 策 事 業：10/10 上限50万円 ・特 別 対 策 事 業：8/10 上限額 100万円
・普及啓発・教育事業：10/10 上限12万円 ・普及啓発・教育事業：1/2 上限額 24万円
・調 査 研 究 事 業：10/10 上限25万円 ・調 査 研 究 事 業：1/2 上限額 50万円

・資 機 材 費：10/10 上限20万円 ・資 機 材 費：8/10
※但しチェンソー等高度な技術を要する機材 上限額：特別対策関連事業 50万円

は除く。 その他事業 20万円

(4) 補助期間 (4) 補助期間
原則３年以内、成果に応じて最大５年。 原則５年以内。

※但し、市民活動定着支援事業からステップ

アップしてきた団体はトータルで５年以内。

４選考の ◇ 水源環境の保全・再生に関する理解度 ◇ 支援事業によるアウトカム(成果目標)の設定

主な視 ◇ 活動の目標及び内容 ◇ 団体活動の中長期ビジョン
点等 ◇ 活動の広がり、深まりの可能性 ◇ 資金やフィールド確保の考え方

◇ 会員確保の考え方 など ◇ 会員及び一般参加者確保の考え方 など

５備考 資機材費はステップを移行した場合でも、補助上限額を１団体あたり特別対策関連事業50万円、普
及啓発・教育事業、調査研究事業20万円までとしトータルで50万円までとする。

２ 支援終了後のステップアップ対策の考え方について
(1) 高度な技能・技術、ノウハウを有する団体の活動の展開方向

◇ 団体からのプロポーザルによる活動へ展開⇒ ボランタリー基金 21（協働事業負担金制度）

◇ 県等との協働事業へ展開⇒ ＮＰＯ法人みろく山の会（丹沢大山保全・再生対策「県民連携・協働事業」）
◇ 民間団体等との連携 ⇒ ＮＰＯ法人かながわ森林インストラクターの会（かながわトラストみどり財

団「森林インストラクター活動事業」）

(2) ステップアップ対策の方向例
個々の団体の活動実績等により、必要に応じ県等との新たな協働事業メニューを検討。

物品費、交通費・食料費、保険料、使用料・賃借料、

報償・謝礼費、工事費、事務費については同左
































































































































































































































